
と
呼
ば
れ
、
歴
代
藩
主
や
重

臣
ら
が
観
楓
の
宴
な
ど
を
す

る
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
１
７
５
９
年
（
宝
暦
９

年
）
４
月
10
日
に
発
生
し
た

宝
暦
の
大
火
で
焼
失
し
た
。 

そ
れ
か
ら
15
年
後
の
１
７
７

４
年
（
安
永
３
年
）
、
10
代

藩
主
前
田
治
脩
に
よ
っ
て
蓮

池
庭
が
再
興
さ
れ
、
同
年
に

翠
滝
と
夕
顔
亭
、
１
７
７
６

年
（
安
永
５
年
）
に
は
内
橋

亭
を
造
り
、
庭
園
が
整
備
さ

れ
た
。
ま
た
、
蓮
池
庭
上
部

に
あ
る
平
坦
な
場
所
で
当
時

は
空
き
地
に
な
っ
て
い
た
千

歳
台
に
藩
校
で
あ
る
明
倫
堂

と
経
武
館
を
建
て
た
。 

※
【
幽
邃
】
と
は
。
景
色
な

ど
が
奥
深
く
静
か
な
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
さ
ま 

※
蒼
古
・
と
は
古
め
か
し
い

中
に
深
い
趣
の
あ
る
さ
ま 

       

し
い
の
き
迎
賓
館
な
ど
の
観

光
地
が
あ
り
、
道
路
（
百
間

堀
通
り
）
を
隔
て
て
橋
一
本

で
金
沢
城
公
園
と
も
繋
が
っ

て
い
る
。
入
園
は
後
楽
園
、

栗
林
公
園
と
同
じ
く
有
料
と

な
っ
て
い
る
が
、
早
朝
や
年

末
年
始
・
観
桜
期
・
金
沢
百

万
石
ま
つ
り
の
日
・
お
盆
・

文
化
の
日
な
ど
の
時
期
は
無

料
開
放
さ
れ
て
い
る
。 

江
戸
時
代 

１
６
７
６
年
（
延
宝
４

年
）
、
加
賀
藩
４
代
藩
主
の

前
田
綱
紀
が
、
金
沢
城
に
面

す
る
傾
斜
地
に
あ
っ
た
藩
の

御
作
事
所
を
城
内
に
移
し
、

そ
の
跡
地
に
自
ら
の
別
荘
で

あ
る
「
蓮
池
御
殿
（
れ
ん
ち
ご

て
ん
）

」
を
建
て
て
そ
の
周
り

を
庭
園
化
し
た
の
が
兼
六
園

の
始
ま
り
で
あ
る
。
庭
は
当

時
は
蓮
池
庭
（
れ
ん
ち
て
い
） 

  

第１６１号 平成３０年１０月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

１
９
８
０
年
代
に
入
る

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
夢
千

代
日
記
」
で
吉
永
小
百
合
さ

ん
の
芸
者
仲
間
を
演
じ
る
な

ど
怪
女
優
か
ら
演
技
派
と
し

て
評
価
が
高
ま
っ
て
い
く
。

２
０
０
０
年
代
以
降
は
活
動

の
中
心
を
テ
レ
ビ
か
ら
映
画

に
移
し
た
。
「
東
京
タ
ワ
ー

オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、

オ
ト
ン
」 

、
井
上
靖
原
作

の
「
わ
が
母
の
記
」
（
１
２

年
）
で
そ
れ
ぞ
れ
主
人
公
の

母
親
を
感
情
豊
か
に
演
じ
、

い
ず
れ
も
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
最
優
秀
主
演
女
優
賞
を
受

賞
。
ま
た
、
「
悪
人
」
（
１

０
年
）
で
も
主
人
公
の
祖
母

役
で
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最

優
秀
助
演
女
優
賞
を
獲
得
。

主
役
も
脇
役
も
出
来
る
俳
優

と
し
て
、
演
技
賞
の
常
連
と 

あおい 通信 第161 号 

日 

本 

の
三 

名
園 

「
兼 

六 

園
」 

日
本
の
名
園
め
ぐ
り 

 

  

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
２

０
０
９
年
３
月
の
『
ミ
シ
ュ

ラ
ン
観
光
ガ
イ
ド
』
に
は
最

高
評
価
の
３
つ
星
に
選
ば
れ

た
。
兼
六
園
の
名
は
、
松
平

定
信
が
『
洛
陽
名
園
記
』
を

引
用
し
て
宏
大
・
※
幽
邃
（
ゆ

う
す
い
）
・
人
力
・
※
蒼
古
（
そ

う
こ
）
・
水
泉
・
眺
望
の
６
つ

の
景
観
を
兼
ね
備
え
て
い
る

こ
と
か
ら
命
名
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
が
深
く
、
季
節
ご

と
に
様
々
な
表
情
を
見
せ
る

が
、
特
に
雪
に
備
え
て
行
わ

れ
る
雪
吊
は
冬
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。
県
内
で
も
随

一
の
桜
・
梅
・
紅
葉
の
名
所

で
も
あ
り
、
日
本
さ
く
ら
名

所
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

金
沢
市
の
中
心
部
に
位
置

し
、
周
辺
に
は
成
巽
閣
、
石

川
県
立
美
術
館
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
、
石
川
県
政
記
念 

新
型
栄
養
失
調
の
危
機 

若
い
人
な
ら
と
も
か
く
、

壮
年
期
を
過
ぎ
た
ら
肉
よ
り

魚
と
思
い
が
ち
で
す
。
と
こ

ろ
が
「
肉
を
食
べ
な
い
こ
と

が
原
因
で
、
新
型
栄
養
失
調

に
陥
る
中
高
年
が
増
え
て
い

る
」
と
長
年
栄
養
改
善
に
取

り
組
む
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
協
力
研
究
員
、
学
術

博
士
の
、
熊
谷
修
さ
ん
は
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。 

新
型
栄
養
失
調
は
、
筋

肉
、
骨
格
を
は
じ
め
体
の

２０
％
を
形
作
る
タ
ン
パ
ク
質

の
摂
取
が
十
分
で
な
い
状
態

の
こ
と
で
、
老
化
の
速
度
が

上
が
り
ま
す
。
速
く
歩
け
な

く
な
る
な
ど
日
常
動
作
が
緩 

   

慢
に
な
っ
た
り
、
身
長
の
縮

み
が
大
き
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
と
い

っ
た
様
々
な
病
気
の
リ
ス
ク

も
高
ま
り
、
「
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
健
康
診
断
の
血
液
検

査
結
果
の
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン

値
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
は
、
体

の
中
で
筋
肉
と
骨
の
占
め
る

割
合
の
目
安
に
な
り
、
こ
の

値
が
低
い
と
食
生
活
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
」
。
血

清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
４
・
２

を
超
え
る
と
人
と
、
そ
れ
以

下
の
人
で
は
大
差
が
あ
り

４
・
１
以
下
に
な
る
と
老
化

の
リ
ス
ク
が
急
上
昇
す
る
。 

「
何
歳
で
あ
っ
て
も
、
４
・

３
以
上
を
キ
ー
プ
し
て
欲
し

い
」
と
熊
谷
さ
ん
は
指
導
し

ま
す
。 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

談 

話 

室 

兼
六
園 

兼
六
園
（
け
ん
ろ
く

え
ん
）
は
、
石
川
県

金
沢
市
に
あ
る
日

本
庭
園
で
あ
る
。
国

の
特
別
名
勝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
広

さ
は
約
１１
・
７
㏊
。 

17
世
紀
中
期
、

加
賀
藩
に
よ
り
金

沢
城
の
外
郭
に
造

営
さ
れ
た
藩
庭
を
起

源
と
す
る
江
戸
時

代
を
代
表
す
る
池

泉
回
遊
式
庭
園
で

あ
り
、
岡
山
市
の
後

楽
園
と
水
戸
市
の

偕
楽
園
と
並
ん
で

日
本
三
名
園
の
一 

        

樹
木
希
林
さ
ん
の
事 

映
画
「
わ
が
母
の
記
」
「
万

引
き
家
族
」
な
ど
で
味
あ
る

女
性
を
演
じ
た
俳
優
の
樹
木

希
林(

き
き
・
き
り
ん
、
本
名
〈
内

田
恵
子
〉)

さ
ん
が
死
亡
し
た
。

７
５
歳
だ
っ
た
。
２
０
０
５

年
に
乳
癌
の
手
術
を
受
け
、

そ
の
後
全
身
に
癌
が
有
る
と

公
表
し
て
い
た
。
１
９
４
３

年
東
京
生
ま
れ
。
６
１
年
に

文
学
座
に
入
り
、
悠
木
千
帆

の
芸
名
で
デ
ビ
ュ
￤
。
６
０

～
７
０
年
代
は
主
に
テ
レ
ビ

で
活
動
し
、
「
時
間
で
す
よ
」

「
寺
内
貫
太
郎
一
家
」
「
ム
ー

一
族
」
な
ど
の
高
視
聴
率
ド

ラ
マ
で
、
風
変
わ
り
な
人
物

を
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
た
。 

東 

西 
 

南 

北 

な
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患

者
役
で
主
演
し
た
「
あ
ん
」

（
１
５
年
）
、
年
金
を
当
て
に

さ
れ
る
老
人
を
演
じ
た
「
万

引
き
家
族
」
（
１
８
年
）
は

カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
参
加
、
是

枝
裕
和
監
督
が
最
高
賞
の
バ

ル
ム
ド
ー
ル
を
受
賞
す
る
な

ど
、
演
技
は
国
際
的
に
も
評

価
さ
れ
た
。 

私
生
活
で
は
ロ
ッ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
内
田
裕
也
さ

ん
と
２
度
の
結
婚
。
そ
の
つ

か
ず
離
れ
ず
の
独
特
の
夫
婦

関
係
が
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
長
女

の
内
田
也
哉
子
さ
ん
、
孫
の

内
田
伽
羅
さ
ん
と
は
映
画
で

共
演
し
た
。 

一
人
の
フ
ァ
ン
と
し
て
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 
 
 
 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

     

 

     

 

、 

    
 

 

  

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な金笑顔」を作ります 

肉
の
効
用 

健
康
的
生
活
で
欠
か
せ
な

い
タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含

む
食
材
が
肉
と
言
い
ま
す
。

約
千
人
の
シ
ニ
ア
世
代
を
４

年
間
に
わ
た
り
栄
養
改
善
活

動
を
実
施
の
結
果
「
肉
食
を

実
践
す
る
こ
と
で
血
清
ア
ル

プ
ミ
ン
値
が
増
加
し
筋
力
の

衰
え
を
予
防
で
き
る
と
証
明

さ
れ
ま
し
た
」
。 

 
 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

読
売
関
連
雑
誌
よ
り
抜
粋 

９
月
の
報
告 

２
１
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
５

名
の
参
加 

１
０
月
の
予
定 

１
１
日
（
木
）
グ
ル
メ
の

会
。「
木
曽
路
」
谷
原
店
。 

妙
延
寺
に
お
店
の
車
が

迎
え
に
き
ま
す
。 

１
９
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 

来
年
は
、
恒
例
の
初
詣
バ

ス
旅
行
に
行
き
ま
す
。 

 

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
は

友
の
会
役
員
、
ま
た
は
職
員

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 

（
事
務
局
） 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

葵
通
信1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

《
雪
吊
り
》 



 

 

上
野 

晴
也 

(

Ｈ
２２
年
１２
月
７
日
か
ら
通
所) 

       

葵
に
来
て
、
10
年
に
な
り

ま
す
。 

皆
さ
ん
一
生
懸
命
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
る

の
を
見
て
、
す
ご
い
と
思
う
。

自
分
は
あ
ん
ま
り
出
来
な
い

け
ど
、
ス
タ
ッ
フ
も
大
変
だ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
皆
で

仲
よ
く
楽
し
く
来
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

老
人
ホ
ー
ム
が
嫌
な
ら
冬
季

間
だ
け
で
も
暖
か
い
マ
ン
シ

ョ
ン
に
移
る
よ
う
に
と
息
子

が
言
っ
て
き
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ら
火
災
の
心
配
も
な
い
、

ま
た
万
一
こ
の
家
で
病
気
に

で
も
な
れ
ば
、
僕
は
世
話
出

来
な
い
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
手

配
も
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る

と
私
の
自
信
は
ゆ
ら
い
だ
。

常
々
息
子
は
、
ホ
ー
ム
は
母

さ
ん
が
住
む
ん
だ
か
ら
、
お

母
さ
ん
が
納
得
し
な
い
と
決

ま
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
。

息
子
の
心
遣
い
を
思
い
、
私

も
こ
の
二
年
間
に
６
個
所
の

老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
を
し
た

が
、
私
が
本
気
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
話
は
立
ち
消
え
に

な
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
折
り 

次
男
が
持
参
し
た
一
枚
の
広

告
を
見
て
、
こ
の
サ
高
住
な

ら
自
宅
か
ら
は
近
い
し
、
武

蔵
野
の
環
境
な
ら
悪
く
は
な

か
ろ
う
と
思
い
見
学
に
行
っ

た
。 こ

の
施
設
は
平
成
２
９
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
で
、
サ
高
住
３
２
室
と
ケ

ア
ホ
ー
ム
３
２
室
を
併
設
し

て
い
た
。「
老
い
て
は
子
に
従

え
」
一
晩
考
え
て
こ
の
ホ
ー

ム
な
ら
よ
か
ろ
う
、
も
う
こ

の
あ
た
り
で
心
を
決
め
よ
う

と
、
翌
日
入
居
の
申
し
込
み

を
し
、
息
子
二
人
に
も
伝
え

る
と
Ｏ
Ｋ
の
返
事
が
来
た
。

慌
し
か
っ
た
が
、
１２
月
３０
日

に
最
小
限
必
要
な
物
だ
け
を

持
参
し
て
転
居
し
た
。 

（
ド
ラ
イ
バ
ー
） 

金
子 

博
訓 

      

春
光
う
ら
ら
か
な
時
節
に

入
社
、
は
や
十
月
。
葵
職
員
、

先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
の
指
導
の

も
と
利
用
者
の
皆
様
を
安
全

に
送
迎
す
る
事
を
念
頭
に
少

し
で
も
、
和
や
か
な
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

運
転
す
る
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

新
し
い
室
内
は
オ
ー
ル
電

化
で
、
風
呂
の
湯
沸
し
だ
け

は
ガ
ス
を
使
用
す
る
。
最
初

は
不
慣
れ
な
器
具
に
戸
惑
っ

た
が
息
子
に
教
え
ら
れ
使
い

方
を
覚
え
る
と
、
と
て
も
便

利
で
楽
で
あ
る
。
食
事
は
必

要
な
ら
朝
昼
夜
と
３
食
付
き

で
仲
間
と
一
緒
に
ホ
ー
ル
で

頂
け
る
し
自
炊
も
出
来
る
。

カ
ッ
フ
ェ
ホ
ー
ル
で
仲
間
と

話
し
あ
い
な
が
ら
ひ
と
時
を

憩
う
の
も
呆
け
防
止
。
ホ
ー

ム
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
し
、

外
部
か
ら
も
来
て
く
れ
る
。 

こ
の
転
居
で
息
子
は
ほ
っ

と
し
て
い
る
は
ず
、
私
も
時

を
得
て
得
心
で
き
る
ホ
ー
ム

に
落
ち
着
け
た
。 

 

芸
能
寄
席
か
わ
ら
版
① 

絹
田 

治
夫 

平
成
２
９
年
（
２
０
１
７
）

の
年
末
に
、
私
は
８
６
歳
で

南
大
泉
１
丁
目
の
自
宅
か
ら

関
町
南
４
丁
目
の
「
サ
高
住
」 

ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
に
転
居

し
た
。
以
前
よ
り
息
子
は
私

の
一
人
住
ま
い
を
心
配
し
て
、

適
当
な
転
居
先
の
目
星
を
つ

け
て
お
い
て
欲
し
い
と
口
に

し
て
い
た
。
私
は
老
い
て
も

息
子
達
と
の
同
居
は
考
え
ず
、

一
人
で
気
楽
に
暮
ら
す
ん
だ
、

ま
だ
２
年
は
こ
の
家
で
頑
張 

る
ん
だ
思
っ
て
の
ん
き
に
か

ま
え
て
い
た
。
六
十
年
も
暮

ら
し
た
こ
の
日
本
家
屋
で
は
、

冬
の
暮
ら
し
は
寒
い
の
で
、 

 

４
０
０
年
と
い
わ
れ
る
落

語
の
歴
史
の
な
か
で
、
世
間

を
震
わ
し
た
出
来
事
を
取
り

上
げ
、
そ
の
顛
末
を
紹
介
し

ま
す
。 

『
戦
中
は
酒
飲
み
、
戦
後
は

仇
打
ち
十
四
年
も
規
制
さ
れ

た
上
演
演
目
』 

第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
繋

が
る
こ
と
に
な
る
日
中
戦
争

が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
昭
和

十
五
年
、
東
京
の
落
語
界
は

戦
時
色
の
強
ま
っ
た
時
局
を

考
慮
し
て
、
自
主
的
に
落
語

の
演
目
を
甲
、
乙
、
丙
、
丁

に
分
類
。
情
痴
、
不
義
、
廓
、

酒
呑
み
な
ど
が
登
場
す
る
、

緊
迫
し
た
時
局
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
判
断
さ
れ
る
五
十

三
演
目
が
丁
種
と
さ
れ
、
上

演
が
禁
じ
ら
れ
た
。 

  

認
知
症
と
は
、
病
気
な
ど

で
脳
が
変
化
し
、
記
憶
力
や

判
断
力
、
注
意
力
な
ど
が
低

下
し
て
、
生
活
に
支
障
が
出

て
く
る
状
態
を
い
う
。
原
因

と
な
る
病
気
は
、
数
十
種
類

あ
る
と
さ
れ
る
。 

認
知
症
の
種
類
で
最
も
多

い
の
が
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
」
だ
。
記
憶
障
害
の
ほ
か
、

日
時
や
場
所
が
分
か
ら
な
く

な
る
見
当
識
障
害
な
ど
が
起

き
や
す
い
。
次
い
で
多
い
の

が
、
脳
梗
塞
な
ど
を
原
因
と

す
る
「
脳
血
管
性
」
で
意
欲

が
低
下
し
、
感
情
の
抑
制
が

難
し
く
な
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
。「
レ
ビ
ー
小
体
型
」
は

存
在
し
な
い
も
の
が
見
え
る 

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

戸
田 

恊
志
郎
（
火
、
土
） 

若
い
頃
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

を
し
て
写
真
を
撮
る
こ
と
が

趣
味
で
し
た
。
今
は
、
な
か

な
か
行
け
ま
せ
ん
が
。 

       松
岡 

久
美
子
（
土
） 

読
書
が
好
き
で
す
。
昔
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
て

体
を
動
か
す
こ
と
は
得
意
で

す
。
葵
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
で
き
る
の
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

       菊
澤 

洋
子
（
金
） 

葵
で
は
運
動
と
足
の
リ
ハ

ビ
リ
が
目
的
で
来
て
い
ま
す
。

家
に
い
る
と
話
を
し
な
い
の

で
、
お
友
達
が
で
き
て
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

で
あ
っ
た
。 

同
年
九
月
三
十
日
に
は
、

「
は
な
し
塚
」
の
前
で
復
活
祭

が
行
わ
れ
、
六
年
に
わ
た
る

自
主
規
制
が
解
禁
と
な
っ
た

も
の
の
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

帥
率
の
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合

国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令

部
）
の
命
令
で
、
翌
年
に
再

び
、「
花
見
の
仇
打
ち
」
な
ど

の
仇
打
ち
を
テ
ー
マ
に
し
た

話
、
荒
唐
無
稽
（
こ
う
と
う
む
け

い
）
な
話
の
上
演
が
禁
止
。
改

め
て
、
二
十
演
目
が
塚
に
納

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

落
語
の
演
目
か
ら
す
べ
で

の
規
制
が
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
は
、
昭
和
二
十
八
年

ま
で
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

ふ
わ
ふ
わ
亭
わ
び
助 

佐
藤 

和 
(

Ｈ
２２
年
１１
月
７
日
か
ら
通
所) 

       

佐
藤
和
で
す
。葵
に
来
て
、

８
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
介
護
の
先
生
に
「
佐
藤

さ
ん
は
転
ば
な
い
ね
、
と
て

も
良
い
事
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
葵
も
家
も
手
す
り

が
完
備
し
て
い
る
の
で
助
か

り
ま
す
。
こ
の
先
も
楽
し
く

人
生
を
送
る
為
に
も
、
日
々

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

 

こ
れ
に
伴
い
、
昭
和
十
六

年
に
、
落
語
家
や
講
談
師
、

寄
席
の
オ
ｌ
ナ
ｌ
ら
が
話
し

合
い
、
浅
草
寿
町
本
法
寺
境

内
に
「
は
な
し
塚
」
を
建
立
。

同
年
十
月
三
十
日
、
禁
演
と

な
っ
た
噺
の
台
本
を
塚
に
納

め
て
供
養
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。「
は
な
し
塚
」
に
収
め
れ

た
演
目
に
は
、「
明
烏
」「
品

川
心
中
」「
五
人
廻
し
」
と
い

っ
た
男
女
間
の
艶
っ
ぽ
い
話

を
は
じ
め
、『
後
生(

ご
し
ょ
う)

鰻
』
な
ど
の
残
酷
な
シ
ｌ
ン

が
あ
る
話
や
、『
に
せ
金
』
な

ど
の
酔
っ
ぱ
ら
い
が
出
て
く

る
話
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、

落
語
界
に
と
っ
て
は
、
ま
さ

に
不
遇
の
時
代
に
突
入
し
た

の
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
演
目
が
再
び
日

の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
敗
戦
か
ら
一
年
を
経

っ
た
昭
和
二
十
一
年
の
こ
と 

    

老
女
の
転
居
て
ん
ま
つ 

森
下
千
壽
子 

 

「
幻
視
」
や
体
の
こ
わ
ば
り
な

ど
が
特
徴
だ
。
「
前
頭
側
頭

型
」
は
同
じ
行
動
を
繰
り
返

す
、
我
慢
が
で
き
な
く
な
る

な
ど
の
症
状
が
目
立
つ
。
１

人
の
人
が
複
数
の
種
類
を
持

つ
こ
と
も
あ
る
。
脳
の
病
気

が
原
因
で
起
き
る
記
憶
力
障

害
な
ど
の
「
中
核
症
状
」
に

加
え
て
、
暴
言
や
妄
想
、
徘

徊
、
抑
う
つ
な
ど
の
「
行
動
・

心
理
症
状
」も
起
き
や
す
い
。

「
行
動
・
心
理
症
状
」
に
は
、

本
人
の
体
調
や
精
神
状
態
、

周
囲
と
の
関
係
、薬
の
処
方
、

介
護
の
内
容
な
ど
、
様
々
な

原
因
が
あ
る
。 

続
き
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

た
著
き
ま
す
。 

 

編
集
長 

   

認 

知 

症 
        

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 


